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霧島の樹氷







隽
島
町
郷
土
狄2



高千穂峯の見える霧島町
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霧島町役場



霧
島
町
氏
歌

正

木

畲

二 

作
詞

武

田

恵

4-
秀

作

曲 

二

明

け

か

く

空

の 

雲
靖
れ
て 

仰

ぐ

高

千

穂

さ

わ

や

か

に 

そ

び

ゆ

る

峰

を

陽

が

の

ぼ

る 

あ

、
霧
島
は 

意
気
高
く 

希<

に

燃

え

て

進

む

町
 

二
、
霧

島

川

の

せ

せ

ら

*'
は 

み
の
る
大
地
を 

う
る
お
し
て 

み

ど

り

の

牧

場

牛

が

呼

ぶ 

あ

、
霧

島

は

照

る

汗

に
 

豊
か
な
幸
を 

ひ
ら
く
町 

三
、
朱
ぬ
り
の
宮
は 

置
わ
し
く 

种
括
ゆ
か
し
く 

か
お
る
町 

小
鳥
の
声
も 

お
お
ら
か
に 

あ

、
霧
島
は 

自
落
う
た
い 

新
た
な 

文
化 

き
ず
く
町 

四
、
赤

な

林

風

光

り
 

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ 

咲
く
と
こ
ろ 

い

て

湯

の

煙

ほ

の

ぼ

の

と 

あ

、
霧

島

は

人

和

し

て
 

栄
え
の
あ
す
へ 

の
び
る
町

町花ミヤマキリシマ町木赤松



上
霧
島
神
宮

下 

霧
島
神
宮
田
の
神
舞



霧島神宮大鳥居

霧島大橋



高
千
穂
峯 

天
の
逆
矛

霧
島
神
宮
宝
物 

九
面
よ
り



霧島神宮駅前通り

霧島川の清流



東芦谷家文書税所氏系図

椎原家の萬日記



歴
代
霧
島
村•

町
長

初代

新村親志
2代

内村義幸

3代

川野正雄
4代

木野田貞則

5代

近藤好夫



歴
代
霧
島
村•

町
議
長

初代

増山武盛
2 • 4代

竹田岳夫
3 • 5代

岡元兼志

雄 

代

義 

6

林高盛 
代

新 

7

馬中
8代

新村 正

9 • n代

新村 俊吉 

代

務 

12
玉児彦 

M

揮 

13-

田宮

（10代 木野田貞則写真前ページ）



発
刊
の
こ
と
ば

霧

島

町

長

近

藤

好

夫

霧
島
町
が
町
制
を
施
行
し
て
以
来
、
町
民
や
先
輩
各
位
の
不
断
の
ご
努
力
と
英
知
に
よ
り
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
三
日 

を
も
っ
て
町
制
施
行
三
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た̂ 

こ
の
記
念
す
べ
き
三
十
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

『
霧
島
町
郷
土
誌
』
の
改
訂
版
の
発
刊
が
企
画
さ
れ
ま
し
た 

こ
と
は
、

ま
こ
と
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
九
年
の
『
東
襲
山
郷
土
史
』
、
昭
和
三
十
二
年
『
き
り
し
ま
村
郷 

土
誌
』
、
昭
和
四
十
二
年
の
『
霧
島
町
郷
土
誌
』
が
そ
れ
ぞ
れ
先
人
の
御
苦
労
に
よ
り
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

今
回
の
郷
土
誌
は
、
宮
田
安
彦
先
生
ほ
か
一
四
名
を
編
集
委
員
に
お
願
い
し
、
三
年
が
か
り
で
想
い
を
あ
ら
た
に
編
集
さ 

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
郷
土
の
歴
史
を
知
り
、
そ
の
歴
史
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
町
づ 

く
り
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
こ
の
郷
土
誌
を
、
座
右
の
書
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
期
待
を
寄 

せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
年
余
に
わ
た
り
資
料
収
集
、
執
筆
等
に
並
々
な
ら
ぬ
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
郷
土
誌
編
集



委
員
各
位
、
並
び
に
資
料
提
供
等
に
御
協
力
賜
わ
り
ま
し
た
皆
様
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
、
発
刊
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま 

す
。平

成
四
年
三
月



監
修
の
こ
と
ば

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
助
教
授

原 

口 

泉

霧
島
は
、
古
来
南
九
州
の
人
々
に
と
っ
て
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
独
特
な
神
楽
や
田
の
神 

舞
な
ど
の
民
俗
芸
能
が
豊
富
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。
県
下
各
地
に
見
ら
れ
た
霧
島
講
は
、
庶
民
が
い 

か
に
霧
島
詣
で
を
願
っ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

幽
幻
の
山
岳
は
、
修
験
僧
の
修
業
の
場
と
な
り
、
豊
か
な
温
泉
は
、
島
津
家
の
保
養
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
庶
民
の 

憩
の
湯
治
場
で
あ
っ
た
。
神
仏
習
合
の
時
代
の
寺
院
文
化
は
、
明
治
初
年
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
 

旧
華
林
寺
跡
の
僧
侶
墓
は
、
今
で
も
清
冽
な
霧
島
川
の
渓
流
に
臨
み
、
華
や
か
だ
っ
た
昔
の
よ
す
が
を
伝
え
て
い
る
。
藩
政 

時
代
は
、
浄
土
真
宗
禁
制
の
厳
し
い
嵐
が
、

「
霧
島
お
ろ
し
」
の
よ
う
に
吹
き
荒
れ
て
い
た
が
、
西
南
戦
争
の
あ
と
「
隠
れ 

念
仏
」
と
い
わ
れ
た
信
者
た
ち
は
、
信
仰
の
自
由
を
か
ち
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

霧
島
神
宮
は
度
重
な
る
噴
火
類
焼
に
遭
い
な
が
ら
も
、
天
孫
降
臨
の
神
話
の
舞
台
に
鎮
座
し
て
、
今
も
あ
つ
い
尊
崇
を
集 

め
て
い
る
。
祭
神
瓊
々
杵
尊
の
子
、
彦
火
火
出
見
尊
は
山
幸
彦
で
あ
る
と
い
う
。
原
始
の
時
代
か
ら
、
霧
島
は
あ
た
か
も
山



幸
彦
の
よ
う
に
豊
か
な
山
の
恵
み
を
も
た
ら
し
、
 

縄
文
人
の
狩
り
と
採
集
の
生
活
を
支
え
て
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
以
来
、
 

人
々
は
霧
島
の
大
自
然
の
中
で
、
現
在
ま
で
歴
史
の
営
み
を
刻
ん
で
き
た
。

霧
島
町
は
、
悠
久
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
日
本
で
最
初
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ(

昭
和
九
年)

、
 

い
ち
早
く
観
光
先
進
地
と
な
っ
た
。
更
に
経
済
効
率
重
視
の
時
代
か
ら
地
球
環
境
見
直
し
の
国
際
化
時
代
に
入
っ
た
現
在
、
 

世
界
的
な
音
楽•

芸
術
の
都
と
し
て
、
最
も
注
目
さ
れ
る
町
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
環
境
は
、
先
人
た
ち
が
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た
遺
産
で
あ
る
。
こ
こ
で
先
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
暮 

ら
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
私
た
ち
は
過
去
の
歩
み
に
学
び
、
町
の
新
し
い
文
化
的
発
展
を
図
る
べ
き
地
点
に
立
つ 

て
い
る
。
そ
の
た
め
の
糧
と
し
て
新
し
い
郷
土
誌
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

郷
土
誌
と
し
て
古
く
は
、
『
東
襲
山
郷
土
史
』
と

『
き
り
し
ま
村
郷
土
誌
』
が
あ
り
、
昭
和
四
十
二
年
『
霧
島
町
郷
土
誌
』 

が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
二
十
五
年
間
の
町
の
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
町
史
談
会 

に
よ
る
新
史
料
の
発
掘
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
角
か
ら
環
境
や
歴
史
が
見
直
さ
れ
、
学
問
的
成
果
も
蓄
積
し
て
い
る
。
こ 

の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
て
、
町
は
郷
土
誌
の
全
面
的
改
訂
を
決
断
さ
れ
、
そ
し
て
今
、
ま
っ
た
く
新
し
い
郷
土
誌
の
誕
生
と 

な
っ
た
。
監
修
者
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
創
造
的
作
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
 

新
郷
土
誌
の
魅
力
は
、
何
よ
り
も
各
時
代
の
町
民
の
具
体
的
生
活
の
様
子
を
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。
旧 

郷
土
誌
を
す
ぐ
れ
た
畑
に
た
と
え
る
な
ら
ば
、
新
郷
土
誌
は
、
そ
の
畑
で
と
れ
る
一
つ
一
つ
の
作
物
を
描
い
て
い
る
と
い
え 

る
。



古
代•

中
世
に
関
し
て
は
、
官
道
の
比
定
や
税
所
氏
の
出
自
な
ど
新
知
見
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
近
世
江
戸
時
代
曽
於
郡 

郷
の
門
割
制
度
に
関
す
る
記
述
は
、
 

従
来
欠
如
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
だ
け
で
も
面
目
を
一
新
し
た
と
い
え
る
。
 

幕
末•

明
治
期
の
郷
士
の
動
き
も
「椎
原
日
記
」
な
ど
具
体
的
記
録
に
も
と
づ
い
て
い
る
だ
け
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
 

近
世
か
ら
近
代
に
至
る
郷
土
の
出
来
事•

物
価•

物
産•

通

信•

労
働
な
ど
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
更
に
最
近
の
町
の
動 

き
が
細
か
に
収
載
さ
れ
て
い
る̂

新
郷
土
誌
刊
行
に
は
、
町
民
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
編
集•

執
筆
各
委
員
の
長
期
に
わ
た
る
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
が
あ
っ 

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
町
民
の
誇
り
で
あ
り
、
町
民
の
財
産
で
あ
る
。
願
わ
く
は
、
 

こ
れ
を
多
く
の
人
が 

利
用
さ
れ
、
町
民
一
人
一
人
が
史
料
の
発
掘•

文
化
財
の
保
護
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
ら
れ
、
す
ぐ
れ
た
地
域
環
境
を
生
か 

し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
独
自
の
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
四
年
三
月



ふ
る
さ
と
再
発
見

霧
島
町
教
育
委
員
会
教
育

長

峯

崎

隆

男

有
明
の
月
は
冴
え
つ
ゝ
霧
島
の
山
の
渓
間
に
霧
立
ち
わ
た
る 

若
山
牧
水

ふ
る
さ
と
霧
島
を
、
若
山
牧
水
は
こ
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
ま
す
。
悠
久
の
昔
か
ら
、
私
た
ち
の
祖
先
が
こ
の
地
に
住
み
、
 

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
を
繰
り
返
し
な
が
ら
霧
島
の
大
自
然
と
渾
然
融
和
し
た
土
着
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
長
い
年
月
の
ふ
る
さ
と
の
も
ろ
も
ろ
に
つ
い
て
、
先
輩
の
方
々
が
『
霧
島
町
郷
土
誌
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り 

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
町
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
、
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の
初
め
の
い
わ
ゆ
る
現
代
の
目
を
通
し 

て
、
再

び

『
霧
島
町
郷
土
誌
』
が
改
訂
、
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

温
故
知
新
と
い
う
言
葉
が
「
論
語
」
の
中
に
あ
り
ま
す
。
昔
の
こ
と
を
調
べ
新
し
い
道
を
見
き
わ
め
て
い
く
と
い
う
こ
と 

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
『
霧
島
町
郷
土
誌
』
は
ふ
る
さ
と
を
再
発
見
さ
せ
、
そ
し
て
霧
島
町
が
二
十 

一
世
紀
へ
向
け
て
生
生
発
展
す
る
た
め
の
座
右
の
書
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
書
を
私
た
ち
の
子
供
や
孫
と
世
々
郷
土
を
語 

り
継
ぐ
書
に
し
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。



三
年
も
の
長
い
間
、
こ
の
郷
土
誌
の
企
画
、
執
筆
、
編
集
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
編
集
委
員
の
皆
様
、
多
く
の
関
係
者 

の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
四
年
三
月



霧
島
町
郷
土
誌
凡
例

一
 

文
体
は
常
体
ロ
語
文
で
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
と
現
代
仮
名
づ
か
い
で
叙
述
し
た
。

二 

史
実
の
記
録
は
、
科
学
的
、
客
観
的
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
、

出
典
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
。 

三

引

用

文

は

原

文

の

ま

ま

と

し

た

。

四

人

名

は

敬

称

を

省

略

し

た

と

こ

ろ

も

あ

る

。

五 

口
の
中
の
文
字
は

原
文
不

明

り

よ
う

の

た

め

判

読

し

た
も

の
で

あ

る

。

六 

□

□

□

は
原
本
破
損
の
た
め
不
明
を
表
し
て
い
る
。

七

虫

く

い

の

た

め

判

読

不

能

の

箇

所

は

、□

で
表
し
た
。

八 

刊

本

名

は

『 

』

で
囲
み
、
刊

本

で

な

い

文

書

名

は

「

」

で
囲
ん
だ
。

九 

原
文
の
引
用
で
疑
問
に
思
わ
れ
る
箇
所
は
、

カ

タ

カ

ナ

の(

マ
マ)

を
付
記
し
た
。



次目

霧

島

町

郷

土

誌

目

次

口

絵

発
刊
の
こ
と
ば 

町 

長

近

藤

好

夫
 

監
修
の
こ
と
ば 

監

修

者

原

口
 

泉 

ふ
る
さ
と
再
発
見 

教

育

長

峯

崎

隆

男
 

第
一
編
美
し
い
自
然 

第

一

章

位

置•

面

積
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

□ 

一
 

位

置
.
.
.
.
.
.
.
.
.

回 

二

面

積
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
g 

第

二

章

地

勢•

地

質
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

由 

一
 

霧
島
連
山
の
生
い
た
ち.
.
.

は 

二
河
川
と

流
域.
.
.
.
.
.
.
.

九 

三
霧
島
火
山
地
帯
の
岩
石.
.
.
.

一。 

第
三
章 

気 

象.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

ーーー一

第

四

章

動

植

物.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

云 

第

一

節

動

物

の

分

布.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

天 

一
 

山
ろ
く
地
帯.
.
.
.
.
.
.

一
* 

二
き
ょ
う
木
地
帯.
.
.
.
.
.
.

大 

三
か
ん
木
地
帯.
.
.
.
.
.
.
.

一七 

四

水

中
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一七 

五

珍

し

い

動

物.
.
.
.
.
.
.
.

一七 

第

二

節

植

物

の

分

布.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一九 

一
 

山
ろ
く
地
帯.
.
.
.
.
.
.

一九 

二

中

腹

地

帯.
.
.
.
.
.
.
.
.

一九 

三
貴
重
な

植
物.
.
.
.
.
.
.
.

言 

第
五
章
霧
島
山
の
噴
火
の
歴
史.
.
.
.
.
.
.
.

三 

第
六
章
人
ロ 
•

世

帯.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一天 

第

一

節

集

落
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

云 

一
 

昔
か
ら
の
主
な
集
落.
.
.
.

一夫 

二
新
し
い
集
落.
.
.
.
.
.
.
.

一一七
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次目

第

二

節

人

口
 
•

世

帯

数
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
X 

一
 

人
口 
•

世
帯
数
の
推
移.
.
.
.
X 

ニ

産

業

構

造
.
.
.
.
.
.
.
.
.

S
 

第

七

章

地

名
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

全 

第

一

節

大

字
•

小

字

名
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

毒 

第

二

節

町

内

の

地

名
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

夫 

ー
 

ム
ナ
ソ
イ
坂.
.
.
.
.
.
.
.

三
八 

二

文

字

丘
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

元 

三

永

池
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

元 

四

鉢

池
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
九 

五

祓

谷
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三九 

六

桂

内
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三九 

七

辻
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
九 

八

稚

子

石

坂
.
.
.
.
.
.
.
.
.

区 

九

待

世
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
S
 

一

〇

半

田
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

S
 

ー
一 

地
蔵
坂.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

S
 

ー

ニ

狩

集
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

骂 

一

三

馬

揃

原.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

g
 

一

四

鼻

立

原.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

巴 

一
五 

王
子
原•

王
子
坂.
.
.
.
.
.
.

巴 

第

三

節

自

治

公

民

館
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

巴

第
二
編
神
話
の
里

第
一
章
霧
島
山
の
名
称.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

望 

第
二
章 

神

話

「
天
孫
降
臨
」.
.
.
.
.
.
.
.
.

四七 

第
一
節 

日
本
神
話
の
す
じ
道.
.
.
.
.
.
.
.
.

我 

一
 

天
孫
降
臨.
.
.
.
.
.
.
.
.

吾 

二

天

孫

降

臨

以

後.
.
.
.
.
.
.

王 

第
三
章 

霧
島
神
宮
お
よ
び
諸
神
社.
.
.
.
.
.
.

李一 

第

一

節

霧

島

神

宮
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

吾 

一
 

祭

神
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

音 

二

沿

革
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

話 

三

境

内
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

六0  

四

社

殿

等

建

造

物.
.
.
.
.
.
.

石 

五

宝

物
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

六一 

六

参

道
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

至 

七 

霧
島
神
宮
の
祭
典.
.
.
.
.
.

全 

八 

霧
島
神
宮
摂
社•

末

社
.
.
.
.

S
 

第
二
節 

霧
島
町
内
外
の
諸
社.
.
.
.
.
.
.
.
.

至
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目 次

第
三
編
霧
島
町
の
歴
史 

第
一
章 

原
始
社
会
の
よ
う
す.
.
.
.
.
.
.
.

名 

第一節 

日本列島の形成.
.
.

宅
 

- 

洪積世——
人類の発生.

名 

二旧石器時代と遺跡——
発見と分布.

克 

第
二
節
縄
文
時
代.
.
.
.

S
 

一
 

縄文文化の息吹.
.

A
 

ニ鹿児島県の縄文文化.

S
 

三霧島町の埋蔵文化財.

リ 

第
三
節
弥
生
時
代.
.
.
.

会 

一
 

弥生文化.
.
.

会
 

二鹿児島県の弥生文化.

英
 

三始良郡内の弥生遺跡.

金
 

四霧島町内の弥生遺跡.

公
 

第四節 

大和朝廷統一と古墳.
.

殳 

一
 

小国家と大和朝廷.

会
 

二
古
墳と

南九州.
.

九
一 

三

日

向
•

大

隅

の

国

造
.
.
.
.
.
.

九
七 

第
二
章
古
代
社
会
と
大
隅
国.
.
.
.
.
.
.
.

充

第一節 

大隅国の成立過程.
.
.

究 

- 

大隅国設置と曽於郡.

究 

二
 

日本書紀と熊襲.
.

一
S
 

三番上隼人と役割.
.

一
S
 

四
 

隼人の反抗と大伴旅人.

一文
 

第
二
節
古
代
豪
族
税
所
氏.
.
.

ニーー一
 

一
 

税所氏の出自.
.

二六
 

二税所氏の本拠.
.

二人
 

三鎌倉時代の税所氏.

二三
 

四税所氏の所領.
.

二天
 

第三節大隅国府と日向国島津駅との官道.
…：三七
 

一
 

古代の官道.
.

三七
 

二
 

大水駅——
『延喜式』の厩牧令から.

一き
 

三
 

大水駅——
「長門本平家物語」の考察……
一一
S 

四大水駅について.
.

一一天
 

第
三
章
中
世
社
会
と
ふ
る
里
霧
島.
.
.
.
.
.

亘 

第一節 

鎌
倉•
室町時代.
.
.

西一
 

一
 

支配者と所領•
面
積.

一巴一
 

二南北朝以後の税所氏.

一里
 

三
室
町•
戦国の支配関係.

一宅
 

第二節戦国時代と霧島地方.
.
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次目

一
 

島
津
氏
と
霧
島
山
ろ
く.
.
.

一
美 

一
一
島
津
氏
と
霧
島
社
領.
.
.
.

一
義 

第
四
章
近
世
社
会
と
霧
島
村.
.
.
.
.
.
.
.
.

一S 

第
一
節 

奈

良
•

平

安
•

鎌

倉

時

代

の

村.
.

一
含 

一
 

霧
島
村
の
地
名
は
あ
っ
た
の
か.
.
.
.
.
.

一
言 

二
島
津
義
久
と
霧
島
田
口
名.
.

一
変 

第

二

節

江

戸

時

代

の

田

畑
•

屋
敷.
.
.
.
.

一
交 

一
 

田
口 
•

大
窪
村
と
川
北
村
の
耕
地.
.
.
.
.

一
交 

二
霧
島
の
地
頭
と
庄
屋.
.
.
.

一七一 

第

三

節

霧

島

の

門

割

制

度
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一
至 

一
 

門
割
制
度.
.
.
.
.
.
.
.

一
芸 

二 

門
割
制
度
の
実
態
——

田
口
村.
一
実 

史
料
——

田
口
村
御
検
地
門
割
竿
次
帳
：
：
：

一
宅 

三 

史
料
分
析.
.
.
.
.
.
.
.

一一娶 

四

大

窪

御

蔵

の

検

討.
.
.
.
.

一一三一 

第
四
節 

蛤

御

門

の

変.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一一君 

一
 

萬

日

記.
.
.
.
.
.
.
.
.

一一君 

二 

椎
原
家
の
紹
介.
.
.
.
.
.

一
一
番 

三

京

都

の

情

勢.
.
.
.
.
.
.

一一全 

四 

日
記
と
椎
原
八
郎
右
衛
門.
.

三
気 

五 

椎
原
八
郎
右
衛
門
の
京
都
で
の
行
動.
.
.
.

一一七一

第
五
節 

霧
島
町
の
旧
道
と

そ
の
周
辺
の
歴
史.

ー
一
怎 

一
 

は
じ
め
に.
.
.
.
.
.
.
.

一一名 

二 

国
分
市
重
久
の
止
上
神
社
か
ら
大
窪
ま
で
…
…

一一芸 

三 

西
ま
わ
り
ル
ー
ト
の
旧
霧
島
道.
ー一丸 

四 

東
ま
わ
り
ル
ー
ト
の
旧
霧
島
道.
一一
S
 

第
五
章
近
代
社
会
と
霧
島
村
の
発
展.
.
.
.
.

一
5
 

第

一

節

明

治

維

新
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一
四 

一
 

大
政
奉
還.
.
.
.
.
.
.
.

一一お 

二
廃
仏
毀
釈
か
ら
信
教
の
自
由
へ.
一
匹 

三 

新
し
い
き
ま
り
——

諸
制
度
の
改
革.
.
.
.

一
S
一一
 

四 

戦
場
に
な
っ
た
霧
島
——

西
南
戦
争.
.
.
.

一一类 

五 

初
め
て
土
地
を
も
っ
た
農
民
——

地
租
改
正
…

ー一一
S
 

六 

県
会
議
員
選
挙.
.
.
.
.
.

一ー一
S
 

第
二
節 

市
町
村
制
施
行
と
そ
の
後.
.
.
.
.

一
一
英 

一
 

東
襲
山
村
の
は
じ
ま
り.
.
.

ーー一
M
 

二 

憲
法
発
布.
.
.
.
.
.
.
.

一一一
S
 

三

教

育

勅

語
.
.
.
.
.
.
.
.

一
S
七 

四 

永
水
小
学
校
開
校.
.
.
.
.

き
九 

五

日

清

戦

争
.
.
.
.
.
.
.
.

一一一気 

六

県

道

の

開

通.
.
.
.
.
.
.

三
一 

七 

大
田
小
学
校
開
校.
.
.
.
.

三一一 

八

日

露

戦

争
.
.
.
.
.
.
.
.

三
一
一
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次目

第
三
節 

大
正
時
代
——
世
界
へ
の
仲
間
入
り.
.
.

三
七 

一
 

国
運
の
発
展.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
七 

二
第
一
次
世
界
大
戦.
.
.
.
.
.
.

三
人 

三

電

灯

導

入.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
八 

四
千
里
ヶ
滝
第
一 
•

第
二
発
電
所
建
設.

三
八 

五
小
鹿
野
魚
道
開
設.
.
.
.
.
.
.

三
九 

第
四
節 

激
し
く
揺
れ
た
昭
和
初
期.
.
.
.
.
.
.

一三三 

一
 

日
豊
線
鉄
道
開
通.
.
.
.
.
.
.

三
三 

二 

霧
島
国
立
公
園
指
定.
.
.
.
.
.

=
一
三 

三
霧
島
村
の
誕
生.
.
.
.
.
.
.
.

三
三 

四 

第
二
次
世
界
大
戦.
.
.
.
.
.
.

三
三 

第

五

節

明

治
•

大
正
の
く
ら
し.
.
.
.
.
.
.
.

需
七 

一
 

椎
原
日
記.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一孟七 

二
農
家
の
一
年.
.
.
.
.
.
.
.
.

其
九 

三

馬
•

牛
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

X
一
 

四

講
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

X
一ー一
 

五

焼

酎
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

X
君 

六

交

通
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一
る 

七

明

治
•

大
正
時
代
の
物
価.
.
.
.

三八九 

八

模

合
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

完
一 

九 

明
治
時
代
の
就
学
の
状
況.
.
.
.

三九三 

一
〇
近
代
の
社
会
教
育.
.
.
.
.
.
.
.

三九六 

第
六
節 

民
間
団
体
の
活
躍.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

S

一ー
 
一

一
 

財
団
法
人 

大
川
育
英
会.

骂一ニ 

二
田
口
土
地
総
代.
.
.
.
.
.

骂
七 

三
重

久
奨
学

会.
.
.
.
.
.
.

巴
九 

第

七

節

西

目

移

り
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

巴0 

第

八

節

用

水

路
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

巴一一 

第
四
編
現
代
の
霧
島
町 

第

一

章

政

治.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

巴一三 

第

一

節

霧

島

村

の

誕

生.
.
.
.
.
.
.
.
.

空一ー一一
 

第
二
節
霧
島
町
三
〇
年
の
あ
ゆ
み.
.
.
.
.

至
国 

一
 

終
戦
か
ら
町
制
施
行
ま
で.

巴
西 

二
霧
島
町
三
〇
年
の
あ
ゆ
み.
.

空
田 

一
一
役
場
庁
舎.
.
.
.
.
.
.
.

巴一六 

第

三

節

行

政
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

巴一七 

一
 

行
政
機
構.
.
.
.
.
.
.
.

ES
一一七
 

二

歴

代

三

役.
.
.
.
.
.
.
.

叟0 

三
霧
島
町
総
合
振
興
計
画
審
議
会.
望
一 

四

駐

在

員
制

度.
.
.
.
.
.
.

叟一一 

五

町

章
•

町
民
憲
章•

町
木•

町
花.
.
.
.
.

里一ー一
 

六

地

籍

調

査.
.
.
.
.
.
.
.

巴
全 

第

四

節

選

挙
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

豊
六
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次目

一
 

選
挙
管
理
委
員
会.
.
.
.
.

登
六 

二 

町

長•

町
議
会
議
員
選
挙.
.

里
六 

三 

県
議
会
議
員•

国
会
議
員.
.

登
八 

第

五

節

議

会
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

里
一
八 

一
 

議
会
の
沿
革.
.
.
.
.
.
.

空
八 

二 

霧
島
町
議
会.
.
.
.
.
.
.

登
九 

三 

歴
代
議
長•

副

議

長.
.
.
.

豊
九 

四 

歴
代
議
員
と
定
数
の
変
遷.
.

囲0 

五 

常
任
委
員
会
の
構
成.
.
.
.

口
空 

六 

平
成
二
年
度
町
議
会
議
案.
.

M

五 

第

二

章

経

済
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

望0 

第

一

節

財

政
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

雲0 

一
 

町
税
の
沿
革
と
推
移.
.
.
.

妻0 

二 

平
成
元
年
度•

同
二
年
度
の
決
算
状
況.
.
.

皇
一 

第

二

節

産

業
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

1

ハ
 

一
 

戦
後
の
農
政.
.
.
.
.
.
.

四
美 

二

農

業

生

産

の

実

状.
.
.
.
.

回
交 

三
農
業
技
術
の
移
り
変
わ
り.
.

呉
二 

四

農

業

団

体
.
.
.
.
.
.
.
.

買
六 

五

関

係

施

設
.
.
.
.
.
.
.
.

気0  

六

林

業
.
.
.
.
.
.
.
.
.

党
一 

七

水

産

業
.
.
.
.
.
.
.
.
.

兜
七

八

商

工

業
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

123
交 

第

三

章

社

会
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
一 

第

一

節

交

通
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
一 

一
 

道

路
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
一 

二

鉄

道
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
八 

三

バ

ス
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三0  

四 

鹿
児
島
空
港
と
霧
島
町.
.
.

三一一 

第

二

節

通

信
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
三 

一
 

霧
島
郵
便
局.
.
.
.
.
.
.

三
三 

二 

霧
島
神
宮
前
郵
便
局.
.
.
.

三
一=
一
 

第

三

節

電

気
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
一
四 

第

四

節

治

安
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
五 

一
 

警

察
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
玄 

二 

交
通
安
全
対
策.
.
.
.
.
.

三
一
七 

第

五

節

消

防
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三一 0  

第

六

節

厚

生
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

三
三 

一
 

保
健
衛
生.
.
.
.
.
.
.
.

三
三 

二 

国
民
健
康
保
険.
.
.
.
.
.

芸
一
九 

三

社

会

福

祉
.
.
.
.
.
.
.
.
.

悬ー
一 

四

国

民

年

金
.
.
.
.
.
.
.
.
.

五
囲 

五

社

会

福

祉

協

議

会.
.
.
.
.

添
六
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次目

六 

福
祉
関
係
諸
団
体.
.
.
.
.

急
八 

七 

社
会
福
祉
施
設.
.
.
.
.
.

奏0 

第
七
節 

上
水
道
お
よ
び
温
泉
事
業.
.
.
.
.

五
話 

一
 

上

水

道.
.
.
.
.
.
.
.
.

W

啬 

二

温

泉
.
.
.
.
.
.
.
.
.

皇
六 

第

八

節

住

宅
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

五
天 

第

九

節

民

俗

芸

能
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

妻
 

一
 

年
中
行
事
と
く
ら
し.
.
.
.
w
壳 

二

民

俗

芸

能
.
.
.
.
.
.
.
.

美
八 

三
霧
島
の
方
言
と
こ
と
わ
ざ.
.

者一一 

四

昔

の

運

搬

方

法.
.
.
.
.
.

老
九 

第

一

〇

節

自

然

保

護
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

天
一 

第

四

章

教

育

・

文

化
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

§
= 

第

一

節

教

育

制

度

の

変

遷
.
.
.
.
.
.
.
.
.
§

一一
 

一
 

教
育
委
員
会.
.
.
.
.
.
.

え
三 

二

戦

後

の

学

校

教

育.
.
.
.
.

天* 

三 

小
•

中
学
校
、
幼

稚

園.
.
.

売0 

第

二

節

社

会

教

育
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

六
一
八 

一
 

戦
後
の
社
会
教
育.
.
.
.
.

ご
八 

二 

社
会
教
育
関
係
団
体.
.
.
.

全
八 

三

社

会

教

育

施

設.
.
.
.
.
.

S

九

第

五

章

観

光
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

空
三 

第
一
節 

霧
島
屋
久
国
立
公
園.
.
.
.
.
.
.

全ーー一 

一
 

概

況
.
.
.
.
.
.
.
.
.

空ーー一 

二

主

要

山

岳
.
.
.
.
.
.
.
.

奎g 

三

湖

沼
.
.
.
.
.
.
.
.
.

奎
七 

四

滝
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

奎
九 

第

二

節

公

共

観

光

施

設
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

突0 

第

三

節

国

立

公

園

霧

島

町

観

光

協

会.
.
.

発
 

第
四
節 

霧

島

を

詠

ん

だ

詩

歌•

紀

行

文
.
.

六七一一 

第

六

章

宗

教
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

六
夷 

第

七

章

文

化

財
•

史

跡
•

伝

説
.
.
.
.
.
.
.
.
.

交
。 

第

一

節

文

化

財
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

交0  

一
 

国
指
定
重
要
文
化
財.
.
.
.

交0 

二
鹿
児
島
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財.
.
.
.
.

*

八一一
 

三

町

指

定

文

化

財.
.
.
.
.
.

*

全 

四

そ

の

他

の

文

化

財.
.
.
.
.

交
八 

第

二

節

史

跡
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

充
六 

一
 

島
田
民
部
左
衛
門
の
水
路
掘
削
の
跡.
.
.
.

交
六 

二

待

世

神

社

跡.
.
.
.
.
.
.

充
七
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次目

三

牧

場

の

跡
.
.
.
.
.
.
.
.

交
八 

第
三
節 

伝

説
•

民

話
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

交
九 

一
 

神

仙

境.
.
.
.
.
.
.
.
.

交
外 

二

仙

人
.
.
.
.
.
.
.
.
.

交
九 

三 

霧
島
の
七
不
思
議.
.
.
.
.

 

四 

白
鳥
山
と
日
本
武
尊.
.
.
.

言
一 

五

竜

の

鱗
.
.
.
.
.
.
.
.
.

S

一一
 

六

五

色

の

蛇
.
.
.
.
.
.
.
.

S

一一
 

七

狭

名

田

の

跡.
.
.
.
.
.
.

S

一一
 

八

天

逆

矛
.
.
.
.
.
.
.
.
.

七S 

九

関

の

坂
.
.
.
.
.
.
.
.
.

七§
 

一

〇

天

狗

堂.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

七S 

-

一
 

不
思
議
の
井.
.
.
.
.
.
.
.

七§
 

ニ

一

豊

後

迫.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

七§
 

一

三

大

浪

池.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

七0
六 

第
八
章
郷
土
を
興
し
た
人

.々
.
.
.
.
.
.
.
.

七
尺 

あ
と
が
き

霧
島
町
郷
土
誌
参
考
文
献 

霧
島
町
歴
史
年
表
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